
高
い
貯
蓄
率
が

経
常
黒
字
生
む

中
国

の
国
民
総
貯
蓄
は
国

内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
五

〇
％
近
く
に
も
上
り
、
世
界

一
の
水
準
を
誇
る
。
ま

た
、

総
固
定
資
本
形
成

（総

固
定

投
資
）
も
比
較
的
高

い
が
、

貯
蓄
が
投
資
を
上

回

っ
て
い

る
た
め
、
国
全
体

の
Ｉ
Ｓ
バ

ラ
ン
ス

（貯
蓄
投
資
差
額
）

は
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
大
幅
な

経
常
収
支

の
黒
字
を
も

た
ら

し
て
い
る
。

し
か
も
、
経
常
収
支

の
黒

字
は
年

々
増
加
し
て
お
り

、

二
〇
〇
四
年

に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

三

・
六
％
、
二
〇
〇
五
年

に

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
七

・
三
％

に
も

及
び
、
米
国
な
ど
と
の
経
済

摩

擦

を

引

き

起

こ

し

て

い

る
。
し
た
が

っ
て
、
中

国

の

貯
蓄
率

の
決
定
要
因
や
今
後

の
動
向
は
世
界
の
注
目
を
集

め
て
い
る
。

発
展
途
上
国

の
場
合
は
、

国
内

の
貯
苦
が
不
足
し

て
お

り
、
経
済
発
展

に
必
要
な
投

資
を
賄
う
た
め
に
海
外

か
ら

の
資
本

に
頼
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
多

い
が
、
な

ぜ
中
国

の
貯
蓄
率
は
こ
れ
ほ

ど
高

い
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿

で
は
、
中
国

の
貯
蓄

率
の
決
定
要
因
に
つ
い
て
検

証
し
、
人
回
の
年
齢
構
成
、

に
よ
り
、
子
ど
も
が
相
対
的

準

の
半
分
以
下

（
〇

二
〓

じ
　
一３

を
若
千
上
回

っ
て
い
た

に
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
家
計

に
ま

で
下
が
り
、
世
界
全
体

が
、

そ
の
後
は
急
激

に
低
下

部
門
全
体
の
貯
書

率
が
低
く

の
水
準

（
〇

・
四
六
）
を
大

し
、

二
〇
〇
五
年

に
は
〇

・

な
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
。
　

幅

に
下
回

っ
て
い
た
。
　

　

　

四
八
と
な
り
、
世

界
全
体

の

導

一翠

押

強

薩

筆

中

　

晦
対 歳 一
非

隼

中

競

的

枠

市

出
中

国 回
（

の っ 。
卒
ぉ
唯
孝
昨

寿

中

証
し
、
今
ま
で
の
動
向
を
説

利
子
蒸
、
経
済
成
長
率
い
習

　

し
た
が
っ
て
、
生
産
年
齢

回
の
比
率
）
は

一
九
七
五
年

と
、
家
計
貯
蓄
率

（家
計
貯

明
し
、
今
後
の
動
向
を
占
う
。

慎
形
成
な
ど
の
影
善
に
つ
い

人
口

（十
五
卜
五
十
九
歳
）

に
は
〇

・
一
三
で
あ
り
、
世

蓄
の
可
処
分
所
得
に
占
め
る

そ
し
て
、
最
後
に
政
策
提
旨

て
吟
味
し
た
。
そ
の
結
果
、
　
に
対
す
る
十
五
歳
未
満
の
年

界
全
体
の
水
準

（〇
・
王
Ｏ
　
割
合
）
は

一
九
九
五
年
に
は

を
行
う
。
中
国
で
は
、
政
府

利
子
率
と
習
慣
形
成
も
室
要

少
人
回
と
六
十
歳
以
上
の
老

よ
り
若
干
低
か
っ
た
。
し
か
　
一
セ
・〇
％
と
す
で
に
高
く
、

で
あ
る
が
、
人
回
の
年
齢
構

年
人
回

（合
わ
せ
て

「
従
鷹

し
、
平
均
寿
命
が
者
実
に
伸

そ
の
後
も
さ
ら
に
上
昇
し
、

成
が
家
辞
貯
蓄
率
の
最
も
重

人
□
」
と
い
う
）
の
比
率
が

び
て
お
り
、
老
年
人
口
比
率

一
一〇
〇
四
年
に
は
二
七

・
九

要
な
決
定
要
因
で
あ
る
と
い

高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
家
計
部

は
徐
々
に
上
が
り
、
二
〇
〇

％
に
な
っ
て
い
た
が
、
我
々

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
　
　
　
門
全
体
の
貯
蓄
率
が
低
く
な

五
年
に
は
Ｏ

・
三
ハ
に
ま
で

の
分
析
結
果
に
よ
る
と
、
従

人
□
の
年
齢
構
成
と
家
計

り
、
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
家

伸
び
、
世
界
全
体
の
水
準
（〇

属
人
口
比
率
の
上
昇
は
予
想

貯
書
率
と
の
間
の
関
係
は
ラ

計
部
門
全
体
の
貯
警
率
が
高
　
・
一
七
）
に
追
っ
た
。
　
　
　
通
り
、
家
計
貯
蓄
率
を
引
き

宵
競
け
マ
）
初
新
『
斑
感
説 っ

く
継
廃
．
中
国
の
人
　
チ

ャ
‐

ル

プ
ｆ

Ｖ
古

キ
官
り
才
生
刀

“

大
阪
大
学
教
授

成
機

詳

勢

難

畠

鋼

稲

鶏

顎

万

軍

民

　

　

　

　

　

　

大
奨

学
摯

同
様

に
、
子
ど
も
は
装
育

人

っ
子
政
策

貫
や
教
育
費
が
掛

か
る
が
、
　

を
は
じ
め
と

所

得

は

稼

い

で

い

な

い
た

す
る
人
口
抑

貯
蓄
も
企
業
貯
蓄
も
高
い

め
、
子
ど
も
の
多
い
親
は
他

制
政
策
の
影

が
、
本
稿
で
は
、
最
も
予
測

の
人
ほ
ど
貯
蓄
が
で
き
な
い

響
で
世
界
に

し
や
す
い
家
計
貯
ｊぎ
に
お
目

は
す
で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど

類
を
見
な
い

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
が
多
い
と
、
老
後
の
面
倒

ス
ピ
ー
ド
で

我
々
は
、　
一
九
九
五
年
か

を
見
て
く
れ
る
子
ど
も
の
数

低
下
し
た
。

ら
二
〇
〇
四
年
に
お
け
る
、
　
が
多
く
な
り
、
自
ら
老
後
に

そ
し
て
、
そ

中
国
の
家
計
調
査
か
ら
の
省

備
え
て
貯
警
を
す
る
必
要
在
一
の
結
果
、
二

別
（
都
市
部

・
農
村
部
別
の

が
薄
れ
、
他
の
人
ほ
ど
は
貯

〇
〇
五
年
に

パ
ネ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
て
象

苦
し
な
く
て
も
済
む
は
ず
で

は

一
九
七
五

計
貯
苦
率
の
決
定
要
因
を
検

あ
る
。
以
上
の
二
つ
の
理
由

年
時
点
の
水

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
年
金
、
五
つ
の
手
段
が
考
え
ら
れ

医
療
保
険
が
不
十
分
で
あ
れ

る
。

ば
、
を
後
、
将
来
の
医
療
費

ω
社
会
資
本
の
整
備

に
備
え
て
自
ら
貯
蓄
を
し
な

②
消
費
書
金
融
制
度
の
整
備

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

０
社
会
保
障
制
度
の
整
備

の
要
因
も
中
国
の
象
計
貯
苦

④

一
人

っ
子
政
策
を
は
じ
め

　

の
す
”
ヽ
ご
吻
く
三
【
■
０
「
Ｓ

率
を
押
し
上
げ
る
方
向
に
働

と
す
る
人
口
抑
制
政
策
の
緩

京
”
　
５６
年
生
ま
れ
。
ハ
ー

い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ー
ド
大
経
済
学
博
士
。
専

較

鑑

礎

翼

期

簗

髄

親

ン

融

次
に
、
以
上
の
分
析
結
果

投
資
で
あ
り
、
社
会
資
本
の

士
。
専
門
は
マ
ク
ロ
経
済
学
、

を
踏
ま
え
、
中
国
の
家
計
貯

整
備
が
民
間
投
資
を
誘
発
す

中
国
経
済

外
摩
擦

の
緩
和
に
役
立

ち
、

同
時

に
中
国
の
象
計

の
厚
生

の
上
昇

に
も
役
立

ち
、　
一
石

二
鳥

で
あ
る
。

人
口
構
成
が
影
響

社
会
資
本
の
整
備
な
ど
急
務

い
だ
所
得

の

一
部
を
貯
蓄

に

見
て
み
た
い
。
図
か
ら
わ
か

回
し
、
歳
を
取

っ
た
ら
退
職

る
よ
う

に
、
中
国

の
年
少
人

し
、
そ
れ
ま

で
書
積
し
て
き

口
比
率

（十
五
歳
か
ら
五
十

た
貯
苦
を
取
り
崩
す
こ
と
に

九
歳

の
人
口
に
対

す
る
十
五

よ

っ
て
生
活
を
賄
う
。
し
た

一露
未
満

の
人
回
の
比
率

）
は

が

っ
て
、
退
職
者
が
相
対
的
　
一
九
七
五
年
時
点

で
は
〇

・

に
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
象
計

七
四

で
あ
り
、
世
界
全
体

の

部
門
全
体

の
貯
警
率
が
低
く

水
準

（
〇

・
六
七
）
を
上
回

な
る
。
　
　
　

　
　
　

　
　
　

っ
て
い
た
が
、
そ

の
後
、　
一

し
か
し
、
年
少
人
回
の
動

向

の
ほ
う
が
顕
著
だ

っ
た
た

め
、
従
属
人
口
比
率

（
年
少

人
口
比
率
と
を
年
人
回
比
率

の
和
）
は
年
少
人

口
比
率
と

類
似

し
た
動
き
を
示
し
て
い

る
。

す
な
わ
ち
、　
一
九
七
五

年

に
は
〇

・
八
七
で
あ
り
、

世
界
全
体

の
水
準

（
〇

・
八

蓄
率
は
今
後
ど
の
よ
う
な
動

る
た
め
、
０
を
実
行
す
れ
ば
、

き
を
示
す
か

に

つ
い
て
占

っ

投
資

が
増

え
、
そ
れ
に
よ

っ

て
み
た
い
。
国
連

の
中
位
予

て
経
常
収
支

の
黒
字
が
縮
小

測
値
に
よ
る

と
、
中
国

の
年

し
、
同
時

に
中
国
の
家
計

の

少
人
□
比
率
は
今
後
、
低
下

厚
生
が
高

ま
る
。
中
国
で
は
、

傾
向
を
続
け
、

二
〇

一
〇
年

一震
村
部

の
社
会
資
本
が
特

に

ま
で
に
は
〇

・
三
〇
を
割
り

遅
れ

て
お
り
、
北
京
大
学
の

込
み
、
そ
の
後
も

〇

・
二
九

林
殺

夫
教
授
が

「
新
農
村
運

前
後

の
水
準

で
推
移
す
る
。
　

動

」
の

一
環
と
し
て
提
案
し

一
方
、
老
年
人
□
比
率
は
上

て
い
る
よ
う
に
、
農
村

の
水

昇
を
続
け
、

二
〇

二
五
年
ま

道

・
電
力

・
道
路

な
ど
の
イ

で
に
は
〇

・
三
二
に
な

っ
て
　
ン
フ
ラ
整
徳
を
優
先
す

べ
き

い
る
。
そ

の
結
果
、
従
属
人

で
あ
る
。

口
比
率
は
、

二
〇

一
〇
年
ま

　

②

と
０
は
中
国

の
家
計
貯

で
〇

・
四
八
の
水
準

を
維
持

蓄
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に

し
た
後
、
上

昇
に
転
じ
、

二

よ

っ
て
経
常
収
支
の
黒
字
を

〇
二
五
年
ま
で
に
は
〇

上
ハ

縮
小
さ
せ
、
同
時

に
中
国

の

一
に
連
す
る
。
　
　
　

　
　
　

家
計

の
厚
生
を
高
め
る
。

し
た
が

っ
て
、
他

の
要
因

　

ま
た
、
④

は
子
ど
も

の
数

が

一
定
と
仮
定
し
、
人
口
の

を
増
や
す

こ
と
に
よ

っ
て
家

年
齢
構
成
だ
け
の
影
響
を
考

計
貯
蓄
率
を
引
き
下
げ
、
経

下
げ
る
方
向
に
働
き
、
従
属

慮
す
れ
ば
、
象
計
貯
蓄
率
は

常
収
支
の
黒
字
を
縮
小
さ

人
口
比
率
の
急
激
な
低
下
に

一
一〇

一
〇
年
ま
で
は
横
ば
い

せ
、
同
時
に
、
よ
り
多
く
の

よ
っ
て
家
計
貯
蓄
率
の
上
昇

状
態
が
続
き
、
そ
れ
以
降
は

子
ど
も
が
ほ
し
い
家
計
の
厚

が
説
明
で
き
る
。

低
下
す
る
は
ず
で
あ
る
。
　

　

生
を
高
め
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
人
口

　

中
国
の
経
常
収
支
の
黒
字

　

最
後
に
、一
０
は
ヽ
輸
出
を

の
年
齢
構
成
以
外
に
も
中
国

は
既
に
膨
張
し
て
お
り
、
米

減
ら
し
、
輸
入
を
増
や
す
こ

の
高
い
家
計
貯
蓄
率
の
原
因

国
な
ど
と
の
経
済
摩
擦
を
引

と
に
よ
っ
て
、
経
常
収
支
の

と
な

っ
て
い
る
要
因
は
あ

き
起
こ
し
て
お
り
、
家
計
貯

黒
字
を
縮
小
さ
せ
、
同
時
に

る
。
例
え
ば
、
消
費
者
金
融

蓄
率
が
高
い
水
準
を
維
持

中
国
の
家
計
が
輸
入
品
を
よ

制
度
お
よ
び
年
金
、
医
療
保

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
経
常
収

り
安
く
手
に
入
れ
る
こ
と
を

険
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保

支
の
黒
字
が
持
続
す
れ
ば
、
　
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

障
制
度
の
未
発
逮
が
挙
げ
ら

対
外
摩
擦
が
さ
ら
に
激
化
す

中
国
の
象
計
の
厚
生
を
上
げ

れ
る
。
お
金
を
借
り
る
こ
と

る
恐
れ
が
あ
る
。　
　
　
　
　
る
。

が
出
来
な
け
れ
ば
、
大
き
な

　

こ
の
事
態
を
回
遊
す
る
た

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の

買
い
物
を
す
る
前
に
貯
蓄
を

め
の
対
策
と
し
て
、
以
下
の

提
言
は
い
ず
れ
も
中
国
の
対
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